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た
て
の
珈
琲
（
豆
）
を
求
め
て
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。

　
豆
の
知
識
、
焙
煎
技
術
、
淹
れ
方
な

ど
珈
琲
の
世
界
は
奥
が
深
い
。
19
年
間

変
わ
ら
な
い
味
を
提
供
し
て
い
く
の
は

並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長

年
の
経
験
と
勘
で
や
っ
て
い
く
し
か
な

い
と
話
す
玉
城
さ
ん
。
「
私
の
こ
だ
わ

り
を
分
か
っ
て
く
れ
て
、
確
か
な
味
を

知
っ
て
い
る
お
客
さ
ん
が
糸
満
に
は
多

か
っ
た
か
ら
19
年
間
や
っ
て
こ
れ
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
守
り
抜
い
て
き
た
味
な
ん
で
す

よ
」
と
笑
顔
。

　
長
く
続
け
る
と
、
親
子
２
代
で
訪
れ

る
お
客
さ
ん
も
い
て
、
楽
し
み
が
増
え

て
き
た
と
話
す
玉
城
さ
ん
。
「
あ
な
た

が
お
腹
に
い
る
頃
か
ら
来
て
い
る
の
よ

と
い
っ
た
親
子
の
会
話
を
聞
く
と
、
嬉

し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
仕
事

や
家
事
、
育
児
に
忙
し
い
で
し
ょ
。
仕

事
帰
り
に
店
に
立
ち
寄
っ
て
、
一
杯
の

珈
琲
で
一
息
い
れ
る
方
も
い
ま
す
。
そ

う
い
う
風
に
、
暮
ら
し
の
中
に
、
ほ
っ

と
一
息
つ
け
る
時
間
、
く
つ
ろ
げ
る
空

間
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

　
濃
い
め
が
好
き
、
薄
め
が
好
き
、
ミ

ル
ク
を
入
れ
る
、
砂
糖
を
入
れ
る
、
玉

城
さ
ん
は
お
客
さ
ん
の
好
み
に
応
じ
た

珈
琲
豆
を
見
立
て
て
く
れ
ま
す
。

「
百
人
い
れ
ば
百
人
、
好
み
の
味
は
異

な
り
ま
す
。
お
客
さ
ん
の
好
み
に
も
っ

と
も
合
う
珈
琲
豆
を
み
つ
け
て
喜
ん
で

も
ら
う
の
が
私
の
仕
事
な
ん
で
す
よ
」
。

ら
と
思
っ
て
、
薄
め
の
珈
琲
を
作
り
ま

し
た
。
世
間
で
は
、
濃
い
珈
琲
が
一
般

的
だ
っ
た
の
で
、
逆
転
の
発
想
で
す
ね
。

他
店
に
は
な
い
味
を
作
ろ
う
と
思
っ
た

ん
で
す
」
。

　
薄
め
の
珈
琲
は
珈
琲
じ
ゃ
な
い
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
。
そ
れ
で
も
、
頑
と
し

て
自
分
の
味
を
貫
い
て
き
た
玉
城
さ
ん
。

次
第
に
お
客
さ
ん
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

今
で
は
煎
り
た
て
、
挽
き
た
て
、
淹
れ

「
珈
琲
店
を
始
め
た
の
は
、
陶
器
が
好

き
で
、
い
い
器
で
美
味
し
い
珈
琲
を
提

供
し
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
な

ん
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
、
創
業
か
ら

19
年
、
西
崎
で
自
家
焙
煎
珈
琲
店
を
営

む
玉
城
千
代
子
さ
ん
。
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
珈
琲
豆
、
味
を
作
り
出
す
の
に
試
行

錯
誤
の
連
続
で
し
た
。
創
業
当
時
は
健

康
ブ
ー
ム
。
お
砂
糖
も
ミ
ル
ク
も
い
ら

な
い
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
珈
琲
が
飲
め
た 暮らしの中に

ほっと一息つける時間を

提供していきたい。

自家焙煎珈琲店経営 玉城 千代子 さん
た ま き  ち よ こ

Itoman　Meister

マ
イ
ス
タ
ー
と
は
、ド
イ
ツ
語
で
親
方
・
名

人
・
匠
な
ど
、専
門
技
術
を
身
に
つ
け
た
職

人
を
意
味
し
ま
す
。

[ 

連
載 ]  

糸
満
の
技
術
・
伝
統
を
支
え
る
人
々

Vol.6

　
糸
満
市
で
は
、
明

る
い
希
望
と
こ
れ
か

ら
の
人
生
へ
の
期
待

を
胸
に
成
人
を
迎
え

る
若
者
が
、
心
身
と

も
に
た
く
ま
し
く
、

社
会
に
飛
び
立
つ
こ

と
を
願
い
、
栄
え
あ

る
門
出
を
祝
福
す
る

『
糸
満
市
成
人
式

典
』
を
新
成
人
の
実

行
員
会
ス
タ
ッ
フ
が

中
心
と
な
っ
て
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
会
場
周

辺
で
の
混
雑
が
予
測

さ
れ
ま
す
の
で
、
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
等
の

公
共
交
通
機
関
の
利

用
で
の
ご
来
場
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
多
数
の
方
々
の
ご

出
席
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
振
興
課

　
8
4
0
・
8
1
6
3

糸満市成人式典糸満市成人式典
日　時　平成22年1月11日（月）　

　　　 13時 受付 13時30分 開式

会　場　NBCサムシング・フォー西崎

浮きの取り付け作業

東風平 朝正東風平 朝正

こちんだ　ちょうせい
1923年生まれ。
那覇市出身。1947年糸満
高校を振り出しに教員生活
を出発。50年代末頃に給料
2ヶ月分の金額をはたいて
カメラを購入。糸満の風景
や人々の暮らしに関心をよ
せ、漁港風景や祭りを中心
に撮影。現在も写真を撮り
続けています。

※糸満マイスターは今月号をもって休載します。新連載・インターハイＮＥＷＳ「スポいち」が、来年７月、沖縄県で開催される全国

高校総体に向け始まります。糸満マイスターは、来年８月号から再び掲載する予定です。

　
一
九
五
八
年
。
字
糸
満
の
町
端
区
。

浜
に
向
か
っ
て
の
び
る
カ
ン
ジ
ャ
ー

ジ
ョ
ー
グ
ヮ
ー
と
呼
ば
れ
る
細
い
路

地
。

　
冬
の
仕
事
着
で
あ
る
モ
ー
フ
ギ
ン

（
毛
布
衣
）
を
着
た
男
た
ち
が
、
ア
ン

ブ
シ
（
建
干
網
）
用
の
網
に
浮
き
の

取
り
付
け
作
業
を
し
て
い
る
。
ア
ン
ブ

シ
と
は
遠
浅
の
海
域
で
定
置
網
を

張
っ
て
行
う
漁
法
の
こ
と
。
主
に
エ
ー

グ
ヮ
ー
、
ア
マ
ユ
ー
、
チ
ン
、
カ
タ
カ

シ
な
ど
が
獲
れ
た
。

　
手
前
の
若
者
は
屋
号
「
新
出
浜
山

戸
拝
見
」
の
三
男
の
上
原
庸
孝
さ
ん
。

上
原
さ
ん
が
口
に
く
わ
え
て
い
る
の

は
ア
グ
イ
と
い
い
、
網
を
繕
っ
た
り
す

る
の
に
利
用
す
る
。
浮
き
は
杉
板
製
の

十
四
、
五
㌢
ほ
ど
の
細
長
い
棒
状
の
も

の
で
、
全
て
自
分
た
ち
の
手
作
り
。
定

規
で
浮
き
と
浮
き
の
間
を
等
間
隔
に

測
り
な
が
ら
、
ア
グ
イ
を
使
っ
て
浮
き

を
網
に
固
定
す
る
。
一
枚
の
網
を
仕
上

げ
る
の
に
四
十
分
ほ
ど
か
か
っ
た
と

い
う
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
文
化
課
市
史
編
集
担
当

（
　
八
四
〇
・
八
一
六
ニ
）
ま
で

東

風

平

朝

正

の

撮

っ

た

い

と

ま

ん

甦

る

記

憶

vol .21

平成
22年
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新
春
を
走
る
! !

【
期
日
】
１
月
10
日(

日)

【
場
所
】
西
崎
陸
上
競
技
場

【
申
し
込
み
】
当
日
受
付

　
8
時
30
分
〜
9
時

【
種
目
】

高
校
生
・
一
般(

男
子)

の
部  

10
㎞

高
校
生
・
一
般(

男
子)

の
部  

5
㎞

壮
年(

男
子)

の
部
　
　
　
　  

5
㎞

一
般
女
子
の
部
　
　
　
　      

2
㎞

中
学
校
・
高
校
生(

女
子)

の
部
　
2
㎞

中
学
生(

男
子)

の
部           

3.5
㎞

小
学
生
低
学
年(

男
女)

　
　
　
１
㎞

小
学
生
高
学
年(

男
女)

　
　
　
１
㎞

【
開
会
式
】
9
時
10
分

【
競
技
開
始
】
9
時
40
分

【
参
加
料
】
無
料

《
一
般
の
部
》　

優
勝
　
糸
満
ク
ラ
ブ
（
新
垣
直
樹
・

　
新
垣
ゆ
か
り
・
伊
敷
義
友
・
伊
敷

　
朋
子
・
国
島
史
丈
・
仲
里
弥
生
）

2
位
　
ス
ポ
ー
ツ
館
エ
ー
ス
糸
満
店 

　(

荷
川
取
佑
太
・
城
間
尚
人
・
奥

　
本
克
真
・
仲
尾
真
美
・
比
嘉
あ
ゆ

　
み
・
石
川
恵
理
）

３
位
　
ジ
ャ
ン
ボ
シ
ャ
ト
ル
Ｂ
、
ス

　
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
大
将
　

《
レ
ク
の
部
》　

優
勝
　
フ
ァ
ン
タ
ッ
チ

２
位
　
シ
ャ
ト
ル
西
崎
Ｃ

３
位
　
大
度
青
年
会
会
長
玉
城
佑
一  

　
チ
ー
ム
、
シ
ャ
ト
ル
西
崎
Ｂ
チ
ー
ム

募集
　
10
月
17
日
（
土
）
に
海
邦
杯
オ
ー
プ

ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

第
39
回
糸
満
市
新
春

マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
22
回
海
邦
杯
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
オ
ー
プ
ン
大
会

第
9
回
ふ
れ
あ
い

テ
ニ
ス
大
会
　

　
11
月
８
日
、
米
須
・
山
城
海
岸
で

「
第
８
回
糸
満
市
長
杯
サ
ー
フ
ィ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」（
沖
縄
サ
ー
フ
ラ
イ
ダ
ー

連
盟
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
一
を
決
定
す
る
、
年
に
一
度

の
大
会
に
市
内
外
か
ら
１
０
４
人
の

選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
大
会
は
、シ
ョ
ー

ト
ボ
ー
ド
・
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
・
ボ
デ
ィ

ボ
ー
ド
な
ど
、
レ
ベ
ル
、
年
齢
、
性

別
で
分
け
ら
れ
た
8
部
門
で
競
わ
れ
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
勝
負
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
11
月
３
日（
火
）、
8
日（
日
）、
15

日（
日
）に
、
第
9
回
ふ
れ
あ
い
テ
ニ

ス
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

《
男
子
の
部
》　

優
勝
　
漫
友
会
　
準
優
勝
　
Ａ
Ｃ
Ｃ

３
位
　
木
曜
会（
1
）、ク
ラ
ウ
デ
ィ
ー

《
女
子
の
部
》　

優
勝
　
チ
ー
ムW

in

　
準
優
勝
　V

a

　m
os2

　
３
位
　
ち
む
ち
む
フ
ラ
イ

　
デ
ー
ズ
、
で
め
き
ん
ぎ
ょ

結果

結果

上
原
和
子
さ
ん
、
、

九
州
大
会
3
連
覇
！

団
体
」
に
、
糸
満
市
体
育
指
導
委
員
の

金
城
容
子
さ
ん
（
65
）（
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
）、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
・
糸
満
ラ
ブ
ボ
ー
ル
（
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
金
城
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
か
ら
25

年
間
、
本
市
の
体
育
指
導
委
員
と
し

て
活
躍
。
市
民
の
健
康
、
体
力
づ
く
り

に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
糸
満

ラ
ブ
ボ
ー
ル
は
今
年
で
創
部
31
年

目
を
迎
え
、
異
年
齢
交
流
、
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
振
興
に
多
大

な
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞

に
至
り
ま
し
た
。

　
10
月
30
日
か
ら
11
月
1
日
に
行

わ
れ
た
「
第
26
回
全
九
州
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
（
長
崎
県
大
村
市
）｣

で
、上
原
和
子
さ
ん
（
糸
満
ジ
ュ
ニ
ア
・

糸
満
南
小
学
校
6
年
）
が
、
6
年
生

以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
ま

し
た
。

　
小
学
校
4
年
生
、
5
年
生
と
続
き
、

今
回
の
優
勝
で
3
連
覇
を
達
成
し

た
上
原
さ
ん
。「
九
州
大
会
は
苦
し
い

試
合
だ
っ
た
の
で
、
3
連
覇
で
き
て

嬉
し
い
。

表彰

第
８
回
糸
満
市
長
杯
サ

ー
フ
ィ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

報告

沖
縄
県
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
及
び
優
良
団
体
賞
受
賞
　

表彰

前列右から生涯スポーツ功労者賞を受賞した金城容子さん、生涯スポー

ツ優良団体賞を受賞した糸満ラブボールの皆さん

記
念
撮
影
　
左
は
上
原
さ
ん
の
父
親
で

糸
満
ジ
ュ
ニ
ア
の
監
督
で
も
あ
る
源
三

さ
ん
。
全
国
大
会
で
も
頑
張
れ
！

　「
平
成
21
年
度
沖
縄
県
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
及
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良

技

術
・
体

力
の
差
を

克
服
し
全

国
大
会
に

向
け
て
頑

張
り
た
い
」

と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　
知
的
障
害
と
は
ど
の
よ
う
な

障
害
な
の
か
、
日
本
の
法
律
で
は

定
義
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
目
や
耳
の
不
自
由
な
人
、
車
い

す
の
人
な
ど
は
障
害
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、

も
と
も
と
知
的
な
能
力
は
高
い

人
も
い
れ
ば
低
い
人
も
い
て
、
ど

こ
か
ら
が
障
害
と
判
断
す
る
の

か
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。

　
実
際
は
次
の
三
つ
の
点
か
ら

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で

す
。

①
18
歳
未
満
の
発
達
期
に
障
害

　
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
お

　
年
寄
り
の
認
知
症
と
は
違
う

　
こ
と
で
す
。

②
知
能
指
数
（
Ｉ
Ｑ
）
が
70
未

　
満
で
あ
る
こ
と
。
標
準
は
１
０

　
０
で
す
が
、
Ｉ
Ｑ
検
査
は
何
種

　
類
か
あ
り
、
検
査
に
よ
っ
て
数

　
値
が
違
っ
て
き
ま
す
。

③
年
齢
に
比
べ
て
、
身
の
回
り
の

　
こ
と
や
学
習
な
ど
の
社
会
生

　
活
能
力
が
低
い
こ
と
。

　
障
害
は
病
気
と
は
違
っ
て
、
治

療
や
訓
練
を
す
れ
ば
「
治
る
」

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
家
族
や
友
だ
ち
や
周
囲

の
人
々
が
障
害
に
つ
い
て
よ
く

理
解
し
、
障
害
の
あ
る
人
が
育
ち

や
す
い
環
境
を
整
え
て
あ
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
生
活
能

力
は
向
上
し
て
い
き
、
福
祉
の
援

助
が
必
要
で
な
く
な
る
人
も
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
障
害
が
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
人
の
個
性
や
特
徴
の
一
つ

に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
知
能
指
数
（
Ｉ
Ｑ
）
検

査
は
、
言
語
が
理
解
で
き
な
い
と

数
値
が
低
く
出
る
傾
向
が
あ
る

な
ど
の
批
判
も
あ
り
ま
す
。
最
近

は
イ
ラ
ス
ト
や
図
な
ど
に
よ
る

説
明
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
現
実
に
生
活
し
て
い
く
上

で
の
「
知
能
」
と
Ｉ
Ｑ
と
の
ズ

レ
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
知
能
と
は
何
で
し

ょ
う
。
Ｉ
Ｑ
検
査
な
ど
で
は
、
言

語
理
解
、
数
、
空
間
、
記
憶
、
知
覚

の
速
度
、
推
理
な
ど
に
つ
い
て
調

べ
、
そ
の
人
の
能
力
を
数
値
で
表

し
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明

つ
か
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

■
病
気
と
は
違
い
ま
す

知的しょうがい

を 支 え る 会

■
知
能
に
つ
い
て

連載　第5回

知的障害について

このコーナーでは

「障害」に対する

差別や偏見を少

しでも解消できる

ように「障害」を身

近な問題としてと

らえ、6回シリーズ

にわたって考えて

いきます。

糸満市手をつな

ぐ育成会は、知的

しょうがいのある

人の自立と社会

参加を促進する

団体として、本人

の気持ちや願いが大切にされ、親も子も安心して

暮らせる社会の実現を目標に活動をしています。

お問い合わせ

糸満市手をつなぐ育成会

〒901-0362　糸満市字真栄里857番地（市社会

福祉センター内）TEL　994-0563・FAX 994-0562

問い合わせ　　098-840-8468　

　糸満市障害者生活支援センター陽だまり



新垣任紀さん「沖縄県読書活動優秀実践教育長表彰」受賞

　11月15日に投開票された糸満市議会議員

選挙の当選証書付与式が18日、市議会本会

議場で行われました。

　24人の当選議員が上原政雄選挙管理委員

会委員長から当選証書を受け取り、新たな４

年間のスタートを切りました。

　式では、上原裕常市長が「健全な行財政運

営を行うためにも、皆さんの力が必要」と激

励し、トップ当選を果たした新垣新氏が「市

民の要求、要望を一日も早く叶えるのが議員

の役割。本市の厳しい財政の中、税収をいか

に増やしていくか市政と一緒になって取り

組み糸満市を発展させていきたい」と力強

くあいさつしました。

　任期は12月３日から4年間、市民の代表

として議会活動を行います。

　市民と行政のパイプ役となる行政相談員の金城栄子さん

が総務大臣表彰を受賞しました。

　本市では今回が初めての受賞。金城さんは「『聞きます

　届けます　あなたの声』をモットーに、多くの方の声を

届けたい。行政相談員の認知度は低い。今回の受賞で行政

相談員を広く知ってほしい」と話していました。

当選証書を受け取る新垣新氏

10
年
間
相
談
員
と
し
て
役
所
に
対
す
る

苦
情
か
ら
生
活
相
談
ま
で
幅
広
く
市
民

の
声
に
耳
を
傾
け
て
き
た
金
城
さ
ん
。

約
13
年
間
土
地
改
良
事
業
に
携
り
、
地

域
の
農
業
形
態
の
発
展
に
貢
献
し
て
き

た
玉
城
さ
ん
。

島
尻
地
区
読
書
活
動
推
進
協
議
会
会
長

（
平
18
・
19
年
度
）
と
し
て
子
ど
も
の

読
書
活
動
を
推
進
し
て
き
た
新
垣
さ
ん
。

24人の当選議員、新た

な４年間がスタート

　10月 28 日、島根県松江市で開催された「第 32回全国土

地改良大会」で、米須在住の玉城信榮さんが「平成 21年度

全国土地改良事業功績者表彰（農林水産省農村振興局長表彰）」

を受賞しました。

　玉城さんは「これからも地域の農業発展、土地改良事業

に努めたい」とさらなる意欲を示しました。

　地域の読書活動を推進する優秀な団体、個人等に贈られ

る「平成21年度沖縄県読書活動優秀実践表彰」教育長表彰

に、本市の新垣任紀さん（73）が個人の部で選ばれました。

　新垣さんは「これからも家庭や地域に、読書や読み聞か

せの魅力を伝え、美しい日本語、正しい日本語を使える子

どもたちを育成していきたい」と話していました。

金城栄子さん「総務大臣表彰」受賞

玉城信榮さん「土地改良事業功績者表彰」受賞

　
糸
満
市
の
健
全
化
判
断

比
率
等
は
い
ず
れ
も
基
準

を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
健
全

な
状
態
で
あ
り
ま
す
が
、

沖
縄
県
の
市
の
中
で
決
し

て
良
い
方
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

 

例
え
ば
、
実
質
公
債
比
率

の
1
7
．
7
％
と
従
来
か

ら
の
財
政
指
標
で
あ
る
経

常
収
支
比
率
（
経
常
的
収
入

に
お
け
る
経
常
的
支
出
の

割
合
）
の
9
8
．
3
％
は

沖
縄
県
内
11
市
中
11
位

で
す
。

 

こ
の
こ
と
か
ら
本
市
の
財

政
状
況
は
い
ぜ
ん
と
し
て

非
常
に
厳
し
い
状
態
が
続

い
て
い
る
中
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
財
政
健
全
化
へ
向
け
、

今
ま
で
以
上

の
努
力
が
必

要
に
な
る
と

考
え
て
お
り

ま
す
。 

平
成
19
年
６
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
こ
の
法
律
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
は
健
全

化
判
断
比
率
（
①
実
質
赤
字
比
率 

②
連
結
実
質
赤
字
比
率 

③
実
質

公
債
費
比
率 

④
将
来
負
担
比
率
の
４
指
標
）
と
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
を
算
定
し
て
、
公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
の
各
指
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

健
全
化
判
断
比
率
等
の

公
表
に
つ
い
て

※赤字額がないた
め、実質赤字比率
と連結実質赤字比
率は「－」と表示
しています。なお、
実質収支は3.7億円
（3.5％）の黒字、
連結実質収支は
3.9億円（3.6％）
の黒字です。

※資金不足がない
場合、資金不足比
率は「ー」と表示し
ています。糸満市
の公営企業は資金
不足（赤字）の会計
はなく健全な状態
です。

　市町村においては、11.25％～15％以上で財政健全化団体に、20％以上で財政再生団体

となります。糸満市は、実質赤字はなく、健全な段階です。

財政指標に関する説明

　各比率には財政の早期健全化や財政再生を図るべき基準が設けられ、これらの

基準を超えた場合には、各地方公共団体は財政健全化計画等の策定し、財政の改

善を図ることとされています。

実質赤字比率　一般会計等の実質的な赤字の程度を比率化したものです。

　市町村においては、16.25％～20％以上で財政健全化団体に、30％以上で財政再生団体

となります。糸満市は、実質赤字はなく、健全な段階です。

連結実質赤字比率　一般会計及び全特別会計の収支を合算した、会計全体の実質

的な赤字の程度を比率化したものです。

　この比率が18％を超えた場合、地方債を発行するためには県知事の許可が必要になり

ます。また、25％以上になると財政健全化団体となり一部の地方債の発行が、35％以上に

なると財政再生団体となり多くの地方債の発行が制限されます。糸満市の実質公債比率は

17.7%と基準以下ではありますが、決して楽観できる数値ではありません。

実質公債費比率　一般会計が負担する公債費及び公債費に準じた経費の程度を比

率化したものです。

　市町村においては、350％以上で財政健全化団体となります。糸満市は、早期健全化基準

を下回っており、健全な段階です。

将来負担比率　一般会計が将来負担すべき実質的な負債（市債残高のほか、退職

手当支給予定額、糸豊清掃施設組合等の地方債残高）の程度を比率化したものです。

　比率は各公営企業会計毎に算定することになっており、20％以上で経営健全化団体とな

り、財政健全化団体と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければ

なりません。

資金不足比率　公営企業の資金不足額の程度を比率化したものです。

健 全 化 判 断 比 率 単位：％

指標

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

糸満市

ー

ー

17.7

145.5

早期健全化基準

13.21

18.21

25.0

350.0

財政再生基準

20.00

40.00

35.0

/

公 営 企 業 の資 金 不 足 比 率

会計の名称

水道事業会計

公共下水道事業会計

糸満漁港ふれあい公園事業会計

土地区画整理事業会計

糸満市

ー

ー

ー

ー

経営健全化基準

20.00

単位：％

■
お
問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
　
　
８
４
０
・
８
１
２
０
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前
門
真
秀
さ
ん
、沖
縄
県
畜
産
共
進
会

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」受
賞

恒
久
平
和
を
願
い

平
和
コ
ン
サ
ー
ト

快挙！「写真甲子

園2009」

優勝！

　
11
月
５
日
か
ら
２
日
間
、
八
重
瀬

町
の
南
部
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
た

「
第
35
回
沖
縄
県
畜
産
共
進
会
」
で
、

前
門
真
秀
さ
ん
（
摩
文
仁
）
が
出
品

し
た
「
ゆ
か
り
21
号
」
が
、
肉
用
牛

（
黒
毛
和
牛
）
第
１
部
、
成
雌
第
２

類
で
優
秀
賞
１
席
に
選
ば
れ
、
あ
わ

せ
て
農
林
水
産
大
臣
賞
、
全
国
肉
用

牛
基
金
協
会
長
賞
の
特
別
賞
2
部
門

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
前
門
さ
ん
は
会
場
に
駆
け
付
け
た

仲
間
と
受
賞
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　
愛
媛
県
新
居
浜
市
民
合
唱
団
20
周

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
「
ざ
わ
わ
、
ふ

た
た
び
」
が
11
月
22
日
、
糸
満
市
、

八
重
瀬
町
と
の
共
催
で
沖
縄
平
和
祈

念
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
合
唱
団
は
、
沖
縄
返
還
25
周
年

の
年
に
あ
た
る
平
成
９
年
に
、
本
県

で
地
域
文
化
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。
沖
縄
戦
を
歌
っ
た
「
さ
と
う
き

び
畑
」
を
、
も
う
一
度
沖
縄
の
皆
さ

ん
と
歌
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

今
回
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
本
市
か

ら
「
い
と
ま
ん
合
唱
団
ピ
ー
ス
レ
イ

ン
ボ
ー
」
も
出
演
。
美
し
い
歌
声
が

会
場
に
響
き
わ
た
り
、
出
演
者
、
観

客
は
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

放
送
設
備
が
充

実
！
パ
ー
ク
タ
ウ

ン
阿
波
根

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実

施
す
る
「
宝
く
じ
助
成
事
業
」
で
今

年
の
8
月
、
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
阿
波
根

自
治
会
に
放
送
設
備
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
同
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
外
間
智
基
会
長
、
喜
納
政
康
役
員

は
「
機
材
の
老
朽
化
が
進
み
、
不
便

で
し
た
。
今
後
は
地
域
の
祭
り
や
行

事
に
役
立
て
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

報
得
川
か
ら
学

ぶ
「
森
・
川
・
海
」

　
か
つ
て
「
日
本
一
汚
い
川
」
と
呼

ば
れ
た
報
得
川
か
ら
、
海
や
森
と
の

関
係
を
調
べ
、
自
然
の
大
切
さ
を
学

ぼ
う
と
、
11
月
20
日
か
ら
3
日
間
、

報
得
川
流
域
交
流
「
森
と
川
と
海
の

学
校
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
外
の
14
小
学
校
か
ら
約
80
名

が
参
加
。
滋
賀
県
山
内
小
学
校
エ
コ

ク
ラ
ブ
か
ら
も
3
名
の
児
童
が
参
加
。

生
徒
た
ち
は
、
森
と
海
を
繋
ぐ
川
が

ど
の
よ
う
に
し
て
自
然
に
影
響
を
与

え
る
の
か
、
専
門
家
の
先
生
た
ち
か

ら
説
明
を
聞
き
な
が
ら
学
習
し
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行

者
協
議
会
か

ら
の
助
成
を

受
け
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世

初
来
県

　
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
最
高
指
導
者
で

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
の
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
14
世
が
11
月
４
日
、
初
来
県
。

本
市
の
「
魂
魄
（
こ
ん
ぱ
く
）
の

塔
」
「
沖
縄
菩
提
樹
苑
」
を
訪
れ
ま

し
た
。

　
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
「
魂
魄
の
塔
」

で
、
沖
縄
戦
の
戦
没
者
に
祈
り
を
さ

さ
げ
、
戦
没
者
の
御
霊
を
慰
め
た
後
、

沖
縄
菩
提
樹
苑
に
移
り
、
イ
ン
ド
菩

提
樹
協
会
か
ら
提
供
さ
れ
植
樹
さ
れ

た
「
聖
な
る
菩
提
樹
」
の
前
で
読
経
。

同
苑
で
フ
ク
ギ
の
記
念
植
樹
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
海
原
を
疾
走
！

帆
掛
け
サ
バ
ニ
レ
ー
ス

　
第
８
回
「
糸
満
市
長
杯
帆
掛

（
フ
ー
カ
キ
）
サ
バ
ニ
走
せ
ー
（
ハ

ラ
セ
ー
）
大
会
」
が
11
月
22
日
、

美
々
ビ
ー
チ
い
と
ま
ん
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
海
原
を
疾
走
し
、
厳
し
い
自
然

に
挑
ん
で
き
た
糸
満
ウ
ミ
ン
チ
ュ
ー

の
心
を
継
承
し
、
そ
の
技
法
と
文
化

を
受
け
継
ぐ
た
め
に
毎
年
開
催
。
市

内
外
か
ら
10
チ
ー
ム
が
参
加
。
櫂
さ

ば
き
と
帆
を
た
く
み
に
操
り
、
白
熱

し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
6
月
に
行
わ
れ
た
「
写
真

甲
子
園
2
0
0
9
﹈
で
南
部
工

業
高
校
が
見
事
優
勝
を
果
た

し
、
優
勝
作
品
を
含
め
た
「
写

真
大
好
き
展
」
が
糸
満
市
役

所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
全
国
3
3
1
校
の
頂
点
に

輝
い
た
南
部
工
業
高
校
。
大
会

に
出
場
し
た
本
市
出
身
の
佐

久
田
拳
斗
さ
ん
（
3
年
）
は

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
。
こ
れ

か
ら
も
写
真
を
撮
り
続
け
た

い
」
と
笑
顔
で
、
意
気
込
み
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

上/南部工業高校写真部
のみなさん。後列左から
本市出身の山城奈月さ
ん、上原美優さん。下/
左から、本市出身の佐久
田拳斗さん、北谷祥さん。

左/優勝した「女海想+２」チーム。上/１０チーム
が白熱したレースを展開。下/ゴールの瞬間！砂浜
に立てられたウェーク（櫂）をつかむまでが勝負。

右/魂魄の塔で祈りをささげるダ
ライ・ラマ14世。
左/フクギの記念植樹も行われま
した。

前門真秀さん、ゆかりさん夫妻（写真右）と応援に駆け
つけた本市の生産農家の皆さん



　
糸
満
市
名
所
百
選
第
１
回
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
展
に
は
、
市
内
外
か
ら
42
人

の
参
加
と
1
3
5
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
初
め
て
の
開
催
に
し
て
は
、

よ
く
集
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
応
募
作
品
を
見
て
み
る
と
、

撮
影
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
市
内
に
は

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
魅
力
あ
る
被
写

体
が
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
応
募
期
間
の
検
討
と
今
後
、

こ
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
展
の
回
数
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
で
、
多
彩
な
被
写

体
が
作
品
と
し
て
出
品
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
写
真
技
術
と
し
て
は
、
予
想
以
上

に
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
が
集
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
展
は
プ

ロ
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
ま
で
分
け
隔
て

な
く
応
募
で
き
ま
す
が
、
ア
マ
チ
ュ

ア
の
方
の
作
品
に
も
評
価
の
高
い
作

品
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
展
の
目
的
の
一
つ

に
市
民
が
自
ら
の
感
性
で
思
う
ま
ま

に
魅
力
あ
る
、
愛
着
の
あ
る
場
を
発

見
し
て
い
く
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
写
真
技
術
の
優
劣
を

必
要
以
上
に
意
識
せ
ず
「
写
真
を
撮

る
こ
と
」
、「
表
現
す
る
こ
と
」
、「
写

真
で
伝
え
る
こ
と
」
を
多
く
の
市
民

が
楽
し
む
場
に
な
る
の
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
展
示
会
を
通
じ
て
糸

満
市
が
元
気
で
笑
顔
の
あ
る
ま
ち
に

育
っ
て
い
く
こ
と
を
審
査
員
一
同
、

祈
念
し
ま
す
。

今回の出品作品には、夕日の作品が

数多くありました。その中でもこの

作品は、空間の構図の取り方、光の

明暗の表現の巧みさが評価されま

した。近年、潮崎町が夕日の美しい

場所として市民に知られつつあり

ます。この作品は、この新しい名所

をうまく表現しており、審査員に

「手をつないで歩きたくなる場

所」と言わしめ、糸満市名所百選第

１回ポストカード展のグランプリ

にふさわしい作品として高い評価

を得ました。

糸満市

撮影場所：潮崎町

夕照

永村　喜吉

グランプリ

あなたが撮る「糸満市名所百選」！グランプリか

ら優秀賞まで全14作品を紹介します。糸満市の

魅力が伝わる写真の数々をお楽しみください。

撮影場所：

糸満観光農園

糸満市我那覇　拓己

糸満市はクリーンエネルギーのまちを目指しています。この作

品は観光農園の風力発電システムの風車を中心に据えて、沖縄

の代表的な花であるハイビスカスを手前に、一点の曇りもない

沖縄の青空を背景としています。その構図、色の取り合わせ、遠

近感の良さが評価されました。シャッタースピードを調整して、

風車が回る躍動感を表現するともっと迫力のある作品になった

でしょう。

「海大好き」「兼城ハイツから見た美しい糸満」カンタン・フラン

ソワ／「西崎遠謀」高嶺繁昌／「帰郷」宮里邦男／「一糸乱れ

ず」比嘉正弘／「むらやー」松井幸枝／「名城の網作り」上原

久子／「負けるな人間に（ハマゴウ）」船瀬とよ子／「喜屋武広

場への道」我那覇拓己／「美々ビーチ」玉城直樹／「港の落

日」上原勝子／「カーラヤーとブーゲン！」大城美根子／「夕暮

れの水上スキー」砂川敏則／「祈りの岬」岩城禮子／「カサカ

ンジャーと夕日」比嘉正弘／「日没」国吉丘／「これから始ま

る男祭り」上原啓／「盛夏のパノラマ」上原喬／「時代を超え

た熱き男たちの闘い」金城愛未／「慰霊の日」宮里幸吉

糸
満
市
名
所
百
選
第
１
回
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
展

入
賞
作
品
発
表
！

審
査
総
評

撮影場所：

真栄里（大綱引き）華頭

糸満市上原　啓

10作品

糸満市字真栄里の大綱引きは、古式豊かな祭祀としてよく知ら

れています。祭りは朝から夜まで人々の熱い血をたぎらせなが

ら続きます。この作品の被写体は、綱引き会場に向かう旗頭と

人々の行列です。広角レンズで旗頭をアップし、それに続く人物、

シーサーの表情が実に巧みに表現されています。真栄里大綱引

きの華やかさが伝わってくるのは撮影ポジションがよかったか

らです。タイトルを旗頭とせず華頭としたセンスにも好感が寄

せられました。

20作品

撮影場所：

大度海岸台風の翌日
糸満市カンタン・フランソワ

糸満市の荒崎から大度にかけての海岸は、沖縄では数少ない

サーフィンが楽しめる波が立つところです。この作品は、波の瞬

間を実にうまく捉え、波頭の白と太陽光で透けて見えるブルー

の色、沖合の群青のコントラストが美しく、また怒濤のエネル

ギーをうまく表現しています。台風後の波とはいえサーフィン

の場所にふさわしいイメージを伝える作品です。

優秀賞

入賞

糸満市長賞

糸満市
商工会長賞

糸満市
観光協会
会長賞

日　時　12/7（月）～11（金）

　　　８：30-17：15　

場　所　糸満市役所2Ｆ

　　　市民ギャラリー

問い合わせ　政策推進室

　　　　　　　840-8122

糸満市名所百選
第１回ポストカード展

糸
満
を

撮
る
！

クリーン

語り継ぐ背中
（白銀堂）

金城愛未：糸満市

おもろに誘う石段
（山城海岸）
赤嶺治夫：那覇市

暁（平和祈念公園）
金城政枝：糸満市

誕生（大度海岸）
上原弘子：糸満市

リーフのさざ波（名城海岸）
砂川敏男：糸満市

浜辺に咲く（潮崎町）
永村喜吉：糸満市

具志川城跡（喜屋武）
岩城　子：豊見城市

「海大好き !!」「兼城ハイツから見た美しい糸満市」カンタン・

フランソワ／「西崎遠望」高嶺繁昌／「帰郷」宮里邦男／「一

糸乱れず」「カサカンジャーと夕日」比嘉正弘／「むらやー」松

井幸枝／「名城の網作り」上原久子／「負けるな人間に !（ハマ

ゴウ）」船瀬とよ子／「喜屋武広場への道」我那覇拓己／

「美々ビーチ」玉城直樹／「港の落日」大城勝子／「カヮラヤー

とブーゲン！」大城美根子／「夕暮れの水上スキー」砂川敏則

／「祈りの岬」岩城　子／「日没」国吉丘／「これから始まる男

祭り」上原啓／「盛夏のパノラマ」上原喬／「時代を越えた熱

き男たちの闘い」金城愛未／「慰霊の日」宮里幸吉

審査委員
委員長　ふるた信晴（写真家） 
副委員長　大城弘明（写真家） 
委員　喜納勝代（歌人） 
委員　西川寛幸（観光ガイドの会
　　　会長 ）
委員　金城誠栄（写真愛好家） 

支度の少年（真栄里）
田中澄一：糸満市

優勝目指して（糸満漁港）
知名慶昌：那覇市

太古の岩（荒崎海岸）
大城勝子：糸満市

禮福

禮福
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DECEMBER

お
知
ら
せ

① 年末年始のごみ収集

◎12月31日（木）まで平常通り

◎1月1日（金）～1月3日（日）まで休み

② 粗大ごみの収集

　申込みは収集日前日の午後４時半までに

お願いします。また、年末は大変混み合い

ますので、早めに申込みをしてください。

粗大ごみの年内最終収集日

■西崎・西川・大川　12月16日（水）

■糸満・ガタ原・潮崎町　12月22日（火）

■三和・高嶺　12月24日（木）

■兼城地区　12月25日（金）

③美化センターへの自己搬入

◎12月31日（木）午後５時まで

　搬入許可証の発行は12月28日（月）まで

　です。

問い合わせ　生活環境課　 840-8124

年末年始のごみ収集について

普
通
救
命
講
習
会
の
中
止
に
つ
い
て

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
注
意

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
し
ば
ら
く
の

間
、
普
通
救
命
講
習
会
の
開
催
を
中

止
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
は
、
手
洗

い
と
、
う
が
い
を
励
行
さ
れ
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

救
急
救
助
係
　
９
９
２
・
３
６
６
１

農
器
具
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
農
器
具
等
（
耕
運
機
・
電
動
工
具
）

の
取
り
扱
い
の
不
慣
れ
に
よ
る
事
故

（
救
急
搬
送
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

農
器
具
に
よ
る
事
故
は
、
身
体
に
大

き
な
キ
ズ
を
負
う
大
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
機
械
器
具
等
を
使
用
す
る

場
合
は
、
取
り
扱
い
方
法
等
を
確
認

し
て
か
ら
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

救
急
救
助
係
　
９
９
２
・
３
６
６
１

若
年
性
認
知
症
の
電
話
無
料
相

談
に
つ
い
て

　
全
国
で
１
ヵ
所
、
若
年
性
認
知
症

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
若
年
性
認
知
症
特
有
の
様
々
な

疑
問
や
悩
み
に
対
し
、
専
門
教
育
を

受
け
た
相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。        

電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）  

　
0
8
0
0
・
1
0
0
・
2
7
0
7

利
用
時
間
　
月
〜
土
（
年
末
年
始
・

　
祝
日
除
く
）
10
時
〜
15
時

自
衛
官
募
集
案
内

応
募
資
格
　
大
学
の
理
学
部
、
工
学

　
部
の
３
･
４
年
次
又
は
大
学
院
修

　
士
課
程
在
学

試
験
日
　
1
月
31
日
（
日
）

受
付
期
間
　
12
月
1
日
（
火
）
〜
1

　
月
15
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
沖
縄
地
方

　
協
力
本
部
　
島
尻
分
室

　
　
9
9
2
・
4
1
4
1

　
２
０
１
０
年
の
新
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
本
市
恒
例
の
「
新
年
祝
賀

会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
平
成
22
年
１
月
４
日
（
月
）

　
16
時

会
場
　
糸
満
市
西
崎
総
合
体
育
館

会
費
　
２
、
５
０
０
円

申
込
期
間
　
平
成
21
年
12
月
４
日

（
金
）
〜
16
日
（
水
）

※
申
し
込
み
は
12
月
17
日
以
降
も
で

　
き
ま
す
が
、
祝
賀
会
当
日
に
配
布

　
す
る
名
簿
に
は
登
載
さ
れ
ま
せ
ん

　
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
（
申
込

　
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
）。

平
成
22
年

　
新
年
祝
賀
会
の
ご
案
内

総
務
課
　
８
４
０
・
８
１
１
３

　
糸
満
市
で
は
、
高
齢
者
が
介
護
を

必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
継
続
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
新
規
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
事
業
所
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
サ
ー
ビ
ス 

認
知
症
対
応
型
共

　
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
　

　
ム
）
　
１
ヶ
所
（
１
ユ
ニ
ッ
ト
）

対
象
圏
域
　
兼
城
圏
域
（
照
屋
・
兼

　
城
・
座
波
・
賀
数
・
北
波
平
・
武

　
富
）

申
請
書
類
提
出
期
間
　
11
月
６
日
　

　
〜
平
成
22
年
１
月
22
日
　
16
時

　
提
出
書
類
及
び
提
出
方
法
に
つ
い

て
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
糸
満
市
役
所
Ｈ
Ｐ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
募
集
に
つ
い
て

介
護
長
寿
課  

８
４
０
・
８
１
３
３

募
集
人
員
　
１
名

申
込
期
間
　
平
成
22
年
１
月
12
日
〜

　
平
成
22
年
１
月
19
日

選
考
方
法
　
書
類
選
考
後
、
面
接
に

　
て
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
家
庭
ご
み
収
集
運
搬
委
託

業
者
の
募
集

生
活
環
境
課
　
８
４
０
・
８
１
２
４

■
社
会
保
険
料
控
除
に
は
証
明
書
が

　
必
要
で
す
。

 
 

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
、
市
町
村
民
税
等
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
今

年
１
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
も

含
む
）
し
た
証
明
書
の
添
付
書
類
等

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
１
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
（
ハ
ガ
キ
）
が
毎

年
11
月
初
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手

続
き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領

収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
家
族
分
の
保
険
料
を
納
め
て
い

　
る
方
は
？

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保

険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

は
、
そ
の
納
付
し
た
全
額
が
納
付
し

た
方
の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
者
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
ご
自
身
の

社
会
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
に
は
ご

家
族
分
の
証
明
書
も
申
告
書
に
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

那
覇
社
会
保
険
事
務
所
　
8
5
5
・
1
1
2
2

　
経
済
産
業
省
（
沖
縄
県
、
糸
満

市
）
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を
平
成

21
年
12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本

年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
正
確

な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
の
お

知
ら
せ

秘
書
企
画
課
　
８
４
０
・
８
１
８
３

　
住
民
基
本
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料

を
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
無
料
で

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
※
住
民
基
本
カ
ー
ド
は
身
分
証
明

　
　
書
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

住
民
基
本
カ
ー
ド
の
手
数
料
無

料
に
つ
い
て

市
民
課
　
８
４
０
・
８
１
２
５

　
毎
月
第
４
日
曜
日
は
国
民
健
康
保

険
税
の
納
付
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
が
、
今
月
の
日
曜
相
談
窓
口

12
月
27
日
は
年
末
に
つ
き
お
休
み
に

な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
課
か
ら
の
お
知

ら
せ

国
民
健
康
保
険
課
　
８
４
０
・
８
１
２
７

日
時
　
12
月
19
日
（
土
）

ス
タ
ー
ト
講
座
（
初
心
者
）
９
時
〜

10
時
・
ア
フ
タ
ー
講
座
（
前
回
受
講

者
）
10
時
〜
11
時
・
サ
ポ
ー
ト
講
座

（
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

11
時
〜
12
時
30
分

剪
定
木
・
落
ち
葉
の
活
用
、
簡
単
腐

葉
土
の
つ
く
り
か
た
講
座

13
時
30
分
〜
15
時

※
サ
ポ
ー
ト
講
座
は
参
加
費
５
０
０

　
円
が
必
要
で
す
。

場
所
　
市
役
所
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

生
ご
み
及
び
落
ち
葉
を
利
用
し

た
堆
肥
づ
く
り
講
習
会

生
活
環
境
課
　
８
４
０
・
８
１
２
４

日
時
　
12
月
12
日
（
土
）

集
合
時
間
　
午
前
9
時
、
南
山
城
跡

　
に
集
合

作
業
内
容
　
午
前
11
時
ま
で
の
草
刈

　
り
作
業
。
道
具
は
カ
マ
持
参
願
い

　
ま
す
。

清
掃
場
所
　
南
山
城
跡

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
に
つ
い
て

文
化
課
　
８
４
０
・
８
１
６
２

幼
稚
園
教
諭
（
臨
時
）

資
格
　
幼
稚
園
教
諭
免
許

募
集
人
員
　
若
干
名

待
遇
　
日
額
6
、
3
0
0
円
（
社
会

　
保
険
・
雇
用
保
険
・
賞
与
・
有
給

　
休
暇
制
度
有
）

採
用
　
欠
員
が
生
じ
た
場
合
（
事
前

　
に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼
稚
園
教
諭
（
臨
時
職
員
）
募
集

教
育
委
員
会
総
務
課
　
８
４
０
・
８
１
６
０

放送大学はテレビなどの放送
を利用して授業を行う通信制
の大学です。心理学・福祉・
経済・歴史・文学、幅広い分
野を学べます。出願期間　平成
22年2月28日まで　　　　　
放送大学沖縄学習センター　
　895-5952

放送大学　平成22年度
4月生募集のお知らせ

■ 

貸
費
学
生
〔
技
術
〕

糸満市の火災・救急

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

ラジオ広報 FMたまん

糸満市の人口

平成21年10月末日現在

（　　）内は平成21年累計

世帯数

男

女

総人口

外国人登録者

21,799（+43）

29,412（+26）

29,135（+41）

58,547（+67）

174（+6）
平成21年10月末現在

平成18年10月1日現在

①7時45分～7時50分
②12時55分～13時
③17時55分～18時
④12時55分～13時

月～金

土・日

糸満市役所だより

ラジオ回覧板
毎週月～金 12時～12時50分

お知らせ

催し・講座

子育て

健康

相談　

P12

P14

P14

P16

P18

総面積　46.63km2

災害種別

10月の火災

10月の救急

件　数

1（20）

202（1888）

前年比

+12

-26
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平成22年度　公立幼稚園児募集面接の日程について
■お問い合わせ　糸満市教育委員会　学校教育課　　840-8165

　平成22年度において、新幼稚園児となる児童（平成16年４月２日生～平成17年４月１日生）

を対象に、下記日程にて公立幼稚園で募集面接を行います。

　入園を希望される場合は、指定された日時に幼稚園児募集通知書（ハガキ）と印鑑を持参のう

え、保護者同伴で面接を受けてください。

　なお、当日面接ができない場合は、面接予定の幼稚園にお問い合わせください。

※小学校の校区に準じて幼稚園も通学区域が定まっています。入園指定園の変更の申し立てを　

したい場合は、平成22年２月15日（月）までに教育委員会学校教育課まで届け出てください。

〜
市
長
お
よ
び
管
理
職
に
よ
る
特
別

納
税
催
告
を
実
施
〜

　
市
で
は
自
主
材
源
の
確
保
と
市
民

の
納
税
意
識
の
高
陽
を
図
る
た
め
に

「
市
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
を
実

施
し
、
市
長
お
よ
び
管
理
職
が
滞
納

者
宅
を
訪
問
し
、
納
税
催
告
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
収
納
対
策
室
で
は
、
催
告
に

応
じ
な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
税

負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
差
押
等
の

厳
し
い
処
分
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
市
税
は
、
道
路
や

公
園
の
設
備
、
福
祉
、

教
育
、
消
防
、
ご
み

処
理
な
ど
暮
ら
し

に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
本
市
の
財

政
は
依
然
厳
し
い

こ
と
か
ら
、
滞
納
の

一
掃
と
自
主
財
源

の

確

保

の

た

め

、

み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

「
納
税
は
便
利
な

口
座
振
替
で
」

　
本
市
で
は
、
窓
口

納
付
が
困
難
な
納

税
者
に
「
口
座
振

替
」
制
度
を
ご
案

内

し

て

い

ま

す

。

手
数
料
は
無
料
で

す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

幼稚園名 地区名 面接日時 電話番号

兼城・座波・賀数

北波平・武富・阿波根・潮平

新島区・新屋敷区・上之平区・西区

町端区・前端区・西川町・兼城・照屋

糸満南通学区域全地域

豊原・与座・国吉・照屋・真栄里

大里

真壁通学区域全地域

喜屋武通学区域全地域

米須

伊原・大度・摩文仁

西崎通学区域全地域

兼城・阿波根

潮平

西崎三丁目（東・西）

航空局・県営西崎第二団地・西崎ニュ
ータウン・潮平・阿波根

12月16日（水）14：30～15：15

12月16日（水）15：30～16：30

12月24日（木）14：00～15：00 

12月25日（金）14：00～15：00 

12月24日（木）14：00～16：00 

12月17日（木）14：30～15：30 

12月17日（木）15：30～16：30 

12月22日（火）15：30～16：30 

12月22日（火）14：00～16：30 

12月21日（月）14：30～15：15 

12月21日（月）15：15～16：00 

12月24日（木）14：00～16：30 

12月17日（木）14：00～15：00 

12月17日（木）15：00～16：00 

12月21日（月）14：00～15：00 

12月21日（月）15：00～16：00

994-6147

994-2038

994-3734

994-3530

997-2161

997-3540

997-2877

992-3644

994-9580

992-1888

兼城幼稚園

糸満幼稚園

糸満南幼稚園

高嶺幼稚園

真壁幼稚園

喜屋武幼稚園

米須幼稚園

西崎幼稚園

潮平幼稚園

光洋幼稚園

12月は市税滞納整理強化月間
■お問い合わせ　収納対策室特別整理班　 840-8129

　
商
工
会
女
性
部
で
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
重
症
化
し
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
る
妊
婦
、
小
児
の
ご
家

族
に
つ
い
て
無
料
で
マ
ス
ク
を
配
布

し
ま
す
。

配
布
総
数
　
大
人
用
の
マ
ス
ク

　
１
５
０
０
枚
（
１
５
０
世
帯
分
）

配
布
場
所
　
糸
満
市
商
工
会
（
旧
市

　
役
所
跡
）
１
５
０
０
枚
の
配
布
を

　
も
っ
て
終
了
。
１
世
帯
10
枚
。

配
布
対
象
　
妊
婦
ま
た
は
小
児
の
家

　
族
※
ご
来
会
の
際
に
、
母
子
手
帳

　
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

マ
ス
ク
の
無
料
配
布
（
好
評
に

つ
き
追
加
配
布
）

糸
満
市
商
工
会
　
９
９
２
・
２
８
１
６

糸
満
市
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
推
進

講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

生
涯
学
習
振
興
課
　
８
４
０
・
８
１
６
３
　

催
し
・
講
座

有
機
農
法
に
よ
る
家
庭
菜
園
教
室

糸
満
観
光
農
園
　
９
９
７
・
２
７
９
３
　

日
時
　
12
月
19
日
（
土
）
10
時
〜
11
時

　
30
分

場
所
　
糸
満
観
光
農
園
ガ
ラ
ス
館

募
集
人
員
　
20
名
程
度
　
　

受
講
料
　
１
、
０
０
０
円
　
　
　

内
容
　
大
根
・
ニ
ン
ジ
ン
の
作
り
方

第
21
回
糸
満
市
文
化
祭

文
化
課
　
8
4
0
・
8
1
6
2

日
時
　
12
月
12
日
（
土
）
・
13
日
（
日
）

場
所
　
糸
満
市
西
崎
総
合
体
育
館

入
場
整
理
券
　
5
0
0
円
（
展
示
・

　
舞
台
共
通
）

展
示
部
門
　
10
時
〜
19
時

　
書
道
、
華
道
、
茶
道
、
文
芸
、
美
術
、

　
写
真
、
手
工
芸
、
陶
芸
な
ど

三
味
線
体
験
教
室
　
13
時
〜
15
時

舞
台
部
門
　
16
時
〜
19
時
30
分

　
琉
球
舞
踊
、
日
本
舞
踊
、
民
謡
、
カ

　
ラ
オ
ケ
、
古
典
太
鼓
な
ど

新
春
の
宴
・
お
茶
会

文
化
課
　
8
4
0
・
8
1
6
2

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
も
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い
を

込
め
、
糸
満
市
文
化
協
会
に
よ
る
『
新

春
の
宴
・
お
茶
会
』
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
平
成
22
年
1
月
4
日
（
月
）

　
9
時
〜
12
時

場
所
　
糸
満
市
役
所
内
市
民
ホ
ー
ル

　
乳
幼
児
か
ら
の
読
み
聞
か
せ
の
重

要
性
と
意
義
を
普
及
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
絵
本
、
読
み

聞
か
せ
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
（
入
場
無

料
）。

講
習
会

①
テ
ー
マ
「
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
絵
本
」

講
師
　
沖
縄
県
子
ど
も
の
本
研
究
会

　
山
内
　
れ
い
子

日
時
　
12
月
18
日
（
金
）
14
時
〜

場
所
　
糸
満
市
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

②
テ
ー
マ
「
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
を
ど

　
う
楽
し
む
か
」

講
師
　
沖
縄
県
子
ど
も
の
本
研
究
会

　
平
田
　
恵
美
子

日
時
　
平
成
22
年
１
月
17
日
（
日
）

　
10
時
〜

場
所
　
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

第
20
回
糸
満
市
新
春
か
き
ぞ
め
大
会

文
化
課
　
8
4
0
・
8
1
6
2

　
年
の
初
め
に
、
字
を
書
く
楽
し
み

を
身
近
な
こ
と
と
し
て
親
し
ん
で
も

ら
う
と
と
も
に
、
豊
か
な
情
操
と
人

間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。

日
時
　
平
成
22
年
1
月
5
日
（
火
）

　
10
時
〜
12
時
（
９
時
30
分
受
付
）

場
所
　
光
洋
小
学
校
体
育
館

参
加
料
　
3
0
0
円

※
糸
満
市
民
の
ど
な
た
で
も
参
加
で

　
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

　
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

■
リ
ー
ス
つ
く
り
　

　
あ
な
た
だ
け
の
か
わ
い
い
、
ク
リ  

　
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
。   

日
時
　
12
月
12
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

参
加
費
　
１
０
０
円
（
材
料
代
）
　

募
集
人
員
　
小
学
生
以
上
10
人

参
加
申
し
込
み
　
12
月
５
日
ま
で

■
ク
リ
ス
マ
ス
会
　

　
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
サ
ン
タ
さ
ん
か

　
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
お
う

日
時
　
12
月
25
日
（
金
）
16
時
〜
17
時

参
加
費
　
２
０
０
円

参
加
申
し
込
み
　
12
月
18
日
ま
で

■
ク
ッ
キ
ー
つ
く
り

日
時
　
12
月
19
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

参
加
費
　
１
０
０
円
（
材
料
代
）
　

募
集
人
員
　
幼
稚
園
生
以
上
20
人
　

参
加
申
し
込
み
　
12
月
12
日
ま
で

西
崎
太
陽
児
童
セ
ン
タ
ー

９
９
２
・
４
２
２
８

対
象
　
成
人
一
般

日
時
　
12
月
19
日
（
土
）
・
12
月
26
日

（
土
） 

9
時
〜
13
時

「
料
理
講
座
」

　
和
食
で
お
も
て
な
し
料
理

　
材
料
費
　
実
費
負
担

定
員
　
10
人
　

講
師
　

　
神
谷
　
八
郎
氏

申
し
込
み

　
12
月
10
日

　
〜
12
月
16
日

中
央
公
民
館
講
座９

９
２
・
２
８
６
９

12
月
の
育
児
講
座

①
ア
ロ
マ
で
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
作
り
・

12
月
２
日
　
②
ク
リ
ス
マ
ス
お
菓
子

作
り
・
12
月
９
日
　
③
ゆ
っ
く
り
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
・
12
月
16
日
※
毎
週
水

曜
日
の
午
前
中
。
予
約
が
必
要
で
す

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
10
時
〜
12
時
）
　

米
須
公
民
館
　
第
１
・
３
火
曜
日

大
川
公
民
館
　
第
２
・
４
火
曜
日

潮
平
県
営
高
層
住
宅
集
会
所

　
毎
週
木
曜
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
ぬ
く

８
５
２
・
３
６
３
３
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特
定
健
診
・
各
種
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　
特
定
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
の
受
診
期
間
は
、
平
成
22

年
1
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
受
診
期
間
の
後
半

は
、
各
医
療
機
関
で
の
予
約

の
確
保
が
困
難
に
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
特
定
健
診
の
受
診

率
が
低
い
と
、
糸
満
市
国
保

か
ら
国
へ
の
多
額
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
発
生
し
、
国
保
税
が

上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
項
目
　
特
定
健
診
（
血

　
液
・
尿
検
査
等
）
、
胃
が
ん

　
健
診
、
肺
が
ん
・
結
核
検

　
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
子
宮

　
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

健康推進課からのお知らせ
■お問い合わせ　

健康推進課　 　840-8126

集
団
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
接
種
料
金
無
料
）

日
時
　
12
月
14
日
（
月
）

場
所
　
市
農
村
環
境
改
善
セ

　
ン
タ
ー
　
　
　
　
　

受
付
時
間
　
14
時
〜
15
時
30
分

対
象
者
　
生
後
３
ヶ
月
〜
１

　
歳
未
満
　
※
母
子
手
帳
を

　
必
ず
持
参
。
受
付
時
間
に

　
遅
れ
る
と
接
種
で
き
ま
せ

　
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室
の
お
知
ら
せ

 

お
産
の
経
過
や
妊
娠
中
の

食
生
活
、
沐
浴
に
つ
い
て
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

　
３
日
間
の
教
室
で
す
が
１

日
か
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
。

ご
夫
婦
で
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

日
時
・
場
所
　
１
日
目
　
平

　
成
22
年
１
月
13
日
（
水
）
14

　
時
〜
16
時
　
市
役
所
５
階

　
和
室
・
２
日
目
　
平
成
22

　
年
１
月
20
日
（
水
）
10
時
〜

　
13
時
　
改
善
セ
ン
タ
ー
　

（
調
理
室
・
和
室
）
・
３
日

　
目
　
平
成
22
年
１
月
30
日

（
土
）
10
時
〜
12
時
　
市
役

　
所
多
目
的
ホ
ー
ル
（
旧
レ

　
ス
ト
ラ
ン
跡
）

内
容
　
１
日
目
　
お
産
の
経

　
過
と
呼
吸
法
・
２
日
目

　
食

生

活

に

つ

い

て                  

　
（
試
食
あ
り
）

　
３
日
目
　
沐
浴
に
つ
い
て

対
象
者
　
妊
婦

定
員
　
20
名
（
定
員
に
達
し

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費
　
無
料

　
糸
満
市
は
国
が
定
め
た
優

先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
生

活
保
護
世
帯
と
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
あ
る
者
に
た
い
し

て
は
、
接
種
料
金
を
全
額
免

除
い
た
し
ま
す
。

　
全
額
免
除
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助

成
証
明
書
兼
委
任
状
」
を
受

託
医
療
機
関
へ
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の

こ
と
に
留
意
く
だ
さ
い
。

◎
妊
婦
及
び
基
礎
疾
患
の
あ

る
者
の
場
合

①
妊
婦
は
、
受
託
医
療
機
関

に
申
し
込
み
（
予
約
）
を
し

て
く
だ
さ
い
。

②
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、

か
か
り
つ
け
医
に
確
認
し
、

受
託
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
託
医
療
機
関
で
な
い
場

合
は
「
優
先
接
種
対
象
者

証
明
書
」
を
作
成
し
て
も

ら
い
、
他
の
受
託
医
療
機

関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

③
接
種
予
定
日
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
生
活
保
護
世
帯

や
非
課
税
世
帯
の
者
は
、

前
日
ま
で
に
健
康
推
進
課

で
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助

成
証
明
書
兼
委
任
状
」
を

発
行
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
（
身
分
を
証
明
す
る

も
の
の
提
示
必
要
）
。

④
生
活
保
護
世
帯
の
者
は
、

社
会
福
祉
課
で
生
活
保
護

証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら

い
、
そ
の
証
明
書
を
健
康

推
進
課
に
提
出
し
て
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
証
明

書
兼
委
任
状
」
を
発
行
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

⑤
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

証
明
書
兼
委
任
状
」
に
署

名
を
し
て
医
療
機
関
へ
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
18
歳
未
満
が
接
種
す

る
場
合
は
、
保
護
者
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
ワ
ク
チ
ン
接
種
日
に
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
証
明

書
兼
委
任
状
」
を
医
療
機

関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
提
出
し
な
い
と
全
額
有

料
に
な
り
ま
す
）。

⑦
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、

受
託
医
療
機
関
が
優
先
接

種
対
象
者
に
該
当
す
る
か

を
確
認
し
ま
す
の
で
、
糸

満
市
広
報
11
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
母
子
健
康
手
帳

な
ど
必
要
書
類
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

新型インフルエンザワクチン接種のお知らせ
■お問い合わせ     健康推進課　 　840-8126

◎
乳
幼
児
（
１
歳
〜
６
歳
）、

小
学
生
低
学
年
、
１
歳
未

満
の
乳
児
の
保
護
者
等
、

小
学
校
高
学
年
、
中
学
生
、

高
校
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
者
、高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

の
生
活
保
護
世
帯
及
び
非

課
税
世
帯
に
対
し
て
は
、

時
期
を
ふ
ま
え
て
「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
助
成
証
明
書

兼
委
任
状
」
を
各
家
庭
に

送
付
す
る
予
定
で
す
。

◎
２
回
接
種
対
象
者
の
者
は
、

１
回
目
接
種
す
る
時
に
２

回
目
を
予
約
し
、
同
じ
受

託
医
療
機
関
で
接
種
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
発
行
す
る
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成
証
明
書
兼

委
任
状
」
で
は
、
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

糸満市の双子ちゃん集まれ！双子ちゃんな

らではの悩みや子育てのヒント・情報など

を皆さんで語り合いませんか？同じ双子ち

ゃんをもつママ友を作るチャンスです。予

約制です。参加ご希望の方は電話にて申し

込みをお願いします。

日時　12月16日（水）13時30分～16時

場所　糸満市役所5階　職員厚生室（和室）

対象年齢　概ね1歳未満

参加費　無料

問い合わせ　健康推進課　840-8126

「糸満の女」

無料上映会
題名　1968年作品「糸満の女」

　　　上映時間（27分）入場無料

日時　12月12日（土）

　１回目　15時15分

　２回目　18時15分

場所　中央図書館２階集会室

問い合わせ　海燕社　850-8485

双
子
ち
ゃ
ん

教
室
教
室

平成22年度公立・法人保育所（園）の入所申込みが始まります。
■お問い合わせ　　児童家庭課　　840-8131

　
平
成
22
年
度
（
平
成
22
年

４
月
か
ら
）
の
公
立
・
法
人

保
育
所
（
園
）
へ
の
入
所
申

込
み
受
付
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
関

係
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

対
象
児
童

　
市
内
に
在
住
（
転
入
予
定

も
含
む
）
す
る
０
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
乳
幼
児
で
、
両
親

及
び
世
帯
員
が
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
事
情
の
あ
る
者
。

申
込
書
配
布
　
児
童
家
庭
課

　
保
育
係
に
て
配
布
（
市
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
。

申
込
受
付
　
平
成
22
年
１
月

　
10
日
（
日
）
午
前
９
時
か

　
ら
12
時
、
13
時
30
分
か
ら

　
17
時
ま
で

受
付
場
所
　
市
役
所
２
階
市

　
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
都
合
に
よ
り
申
込
受
付
日

　
に
来
ら
れ
な
い
方
は
平
成

　
22
年
１
月
15
日
（
金
）
ま
で

　
に
市
児
童
家
庭
課
保
育
係

　
窓
口
で
受
付
さ
れ
て
く
だ

　
さ
い
（
受
付
時
間
午
前
９

　
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら

　
17
時
15
分
）

※
受
付
期
間
（
平
成
22
年
１

　
月
15
日
ま
で
）
を
す
ぎ
た

　
申
込
に
つ
い
て
は
、
平
成

　
22
年
４
月
は
入
所
で
き
ま

　
せ
ん
。
５
月
以
降
の
空
き

　
待
ち
（
待
機
待
ち
）
で
の

　
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
に
申
込
さ
れ

　
て
い
て
、
平
成
22
年
４
月

　
以
降
の
入
所
を
希
望
さ
れ

　
る
場
合
は
、
再
度
、
平
成
22

　
年
度
入
所
申
込
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
。

※
書
類
不
備
の
場
合
は
受
付

　
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め

　
に
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
応
援
デ
ー
の
開
催

保育所では本年度より入所して

いない親子に保育所で遊ぶ場と

機会を提供し保護者の子育て支

援を行います。活動日時・内容

を確認の上、直接下記の実施保

育所まで申し込んでください。

★実施日　毎週水曜日　
　10時～12時

★内容　保育参加・給食体験

（希望者のみ。但し、250円の

　実費がでます）・子育て相談

★申込方法　毎週月曜日10時
　～17時　実施保育所に直接申

　し込む

★実施保育所
　糸満保育所　　 992-2043

　座波保育所　　 994-7914

　真壁保育所　　 997-2833

　米須保育所　　 997-3456

　喜屋武保育所　 997-3663



今月
の
表紙

自治自治
連絡員連絡員
会議会議

3ーC  会議室

12/21

1/5

○社会福祉協議会へ　大兼和之さん（潮
平）より、故大兼和貴様の香典返しとして
20万円▼松川タケさん（大里）より故上
原武芳様の香典返しとして10万円　
○人材育成基金へ　金城孝有さん（糸満）よ
り、故金城スミ様の香典返しとして10万円
▼金城康人さん（潮平）より、故下門壯安様
の香典返しとして10万円

寄付　ご芳志ありがとうございます

19 18

○休館日
12/7・11・14・21・

23・28・29・30・31

○図書リサイクル
12/5～12/20

○上映会

日時　12/20（日）14時～
場所　2階集会室
アニメ「私の頭の中の消しゴム」
※入場無料です。

移動図書館　くろしお号
※悪天候時は運休。（　）内は滞在時間

995-3746
み な よ む

高嶺小学校
がじゅまる児童ｾﾝﾀｰ
与座区民館

10：20（20分）
16：10（30分）
17：00（30分）

Ａ　12/16

兼城ﾊｲﾂ集会所
潮平北側広場
阿波根宿舎

14：00（30分）
14：40（30分）
15：20（30分）

Ｂ　12/19 1/9

喜屋武小学校
さつきの城自治会館
米須団地

13：20（40分）
16：10（30分）
17：00（30分）

Ｄ　1/6

賀数公民館
おおたばる（賀数宿舎）
航空局糸満宿舎
願寿館
西崎１丁目集会所

10：00（30分）
10：40（40分）
14：00（30分）
14：40（30分）
15：20（30分）

Ｅ　12/12 12/26

西崎さくら公園
ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ自治会館
潮平高層住宅
雇用促進住宅

10：40（40分）
14：00（30分）
14：40（30分）
15：20（30分）

Ｆ　12/13 12/27

真壁小学校　　　13：25（40分）

兼城小学校　　　13：30（20分）

Ｇ　12/17 1/7

Ｈ　12/15

日時：第1･3週水曜日「栄養に関する相談」9時～12時
　第2･4週水曜日「高血圧、糖尿病、肥満など生活習慣病、
　市民健診結果についてのアドバイスなど」9時～12時
場所：健康推進課　TEL：840-8126

健康についての悩みはこちらまで健康相談（予約制）

日時：毎週月曜日～金曜日　13時30分～17時
場所：社会福祉センター（ふれあい福祉相談室）
TEL：994－0563（内15)／ 852－3000 (専用)

ふれあい福祉相談

身体障害者相談員   櫻木かほる  (自)992－2723 (職)995－0789 
　　　　　　　　豊平朝清　992－4741
知的障害者相談員　栄盛圧美　（自）997-2119

県から委託を受けた方々です障害者相談

日時：毎週月曜日～金曜日　8時30分～17時30分
場所：市障害者支援センター陽だまり 
TEL：840－8468

生活・就労等に関する相談や支援障害者（児）相談　　

日時：毎週月曜日～金曜日　8時30分～17時
場所：糸満市地域包括支援センター
TEL：地域包括支援課　840-8114

在宅介護等に関して総合的に応じます高齢者相談

日時：平日 8時30分～17時30分 / 土･日･祝祭日 10時～17時
場所：沖縄女性相談所　TEL：854－1172　

女性相談所

日時：毎週火曜日～土曜日　10時～17時
場所：市青少年センター（がじゅまる児童センター内）
TEL：995－1957（gajimaru@southernx.ne.jp）

子育て相談

日時：毎月第2･4水曜日　13時30分～15時30分
定員：相談日の前日の９時から先着５名
場所：市民生活課(相談室）　TEL：840－8123

弁護士による法律相談無料法律相談

日時：毎月第1･2･3火曜日　14時～16時　場所：市民生活課相談室
TEL：840-8123　※上記日程で難しい方は行政相談員と調整してください。
行政相談員：金城栄子 994-5978　酒屋祐定 997-3117　國吉恒子 994-6117　　

役所の仕事に関する苦情や意見など行政相談

親子・夫婦・扶養・相続・いじめ等人権相談

日時：毎週月･火･水･木　9時～14時
場所：市民生活課
TEL： 840－8123　(※祝日は休み)

市民生活に関する相談に市民相談員が応じます市民相談 中
央
図
書
館

各
種
相
談

編集編集
後記後記

夕照
せきしょう

米須小学校  　 　13：30（30分）
Ｃ　12/10 12/24

那覇地方法務局 人権擁護課 TEL：854-1215　　　
人権擁護委員：大城美根子・伊敷康子・大城正清・宮城美
恵子・上原研治・久保田曉・徳元勲　

毎年この時期になると､何

故か憂鬱な気分になりま

す｡私なりに分析した結果､

新しい希望を持つ春｡ま

い進する夏｡そして我が身

を振り返る秋｡最近の合コ

ンも失敗したし、ハァ～

憂鬱｡でも残りの時間を

楽しむ冬｡とことん笑顔で

乗り切ります！ 

(あいみ）

8月に購入した
１冊の文庫本。先月、
やっとのことで読破。期
待していた内容とは違っ
ていたので、時間がかか
りました。皆さんはこう
いう時、途中で読むのを
やめますか？私は性格
上、読破しないと次の本
に移れません。友人にお
もしろいからと手渡され
た２冊の本。年末年始の
休みにでも読もうかな。
時間がかかったりし
て・・・。（くだ）

糸満市名所百選ポスト
カード展写真コンテスト
のグランプリは、真栄里
在住、永村喜吉さんの作
品「夕照」が選ばれまし
た。おめでとうございま
す。12月７日～11日まで、
同コンテストの受賞式及
び作品展が糸満市役所２
Ｆ市民ギャラ
リーで行われ
ます。

○おはなし会
日時　12/12（土）・26日（土）
　　　15時～　　
場所　おはなしのへや
～絵本と紙芝居の読み聞かせ～

農業委員会委員選挙人名簿は、毎年１月１日現在で調整することとな

っており、名簿への登録は期限内に提出された申請書に基づいて、農

業委員会の意見を付したうえで作成されます。農業を営む方・農業従

事者の皆様は下記の期限内に申請をしてください。

申請の現在日　平成22年１月１日　(金)

申請の期限　　平成22年１月10日　(日)

申請の提出先　糸満市農業委員会事務局

問い合わせ　　糸満市農業委員会  　840-8150

農業委員会委員選挙人名簿の登録申請について



写真コンテスト

糸満市名所百選第1回ポストカード展

入賞作品発表

グランプリ 「夕照」
永村喜吉さん  （真栄里）　

糸満市名所百選第1回ポストカード展




